
        一般社団法人山口県医師会平成２７年度第４回理事会 

 
平成２７年５月２１日(木) 午後４時 45 分～午後８時 

 小田会長、吉本・濱本副会長、河村専務理事、弘山・萬・林・加藤・藤本・今村

常任理事、武藤・沖中・香田・中村・清水・原・舩津理事、山本・武内・藤野監事 

 
議決事項 

１ 平成 26 年度決算について 

 事務局長より、平成 26 年度決算の詳細と公益目的支出計画実施報告書について説

明を行い、承認された。また、労働保険事務組合については、平成 26 年度事業報告・

決算内容及び平成 27 年度事業計画・予算について説明、承認された。 

 
２ 山口県医師会費の減免について 

 減免申請 123 件について協議を行い、申請全件を承認、議決した。 

 
協議事項 

１ 第 135 回日本医師会定例代議員会における質問について 

 セルフメディケーション推進における医療営利化への懸念についての質問を中国

四国医師会連合担当県に提出することが決定した。 

 
２ 平成 27 年度中国四国医師会連合分科会の議題について 

 9 月 26 日に岡山県医師会担当で開催される 3 分科会、①地域包括ケア、②医療政

策（基金、ビジョン、診療報酬、救急災害等）、③医療環境（勤務環境、看護師対策、

人材育成、その他）の提出議題について協議を行った。 

 
３ 平成 28 年度中国四国医師会連合総会・分科会について 

 平成 28 年度に標記総会・分科会を本会が担当することから、開催日及び開催場所

を協議し、平成 28 年 9 月 24・25 日に山口市において開催することが決定した。日

程、分科会の内容等については、今後詳細を決定していくこととした。 

 
４ 医療事故調査等支援団体の申請について 

 標記支援団体については、日本医師会から厚生労働省へ 47 都道府県医師会を一括

して申請することになったため、日本医師会より各都道府県医師会に対して、支援

団体申請に関する調査が行われた。本会としては、支援可能な対象地域を「山口県

内」とする等の内容で、申出書を提出することが決定した。 

 
５ 第 46 回全国学校保健・学校医大会における日本医師会長表彰候補者の推薦につ

いて 

 愛媛県医師会の引き受けで開催される標記大会において、長年にわたり地域で学

校保健の向上発展のために尽力されている学校医・養護教諭・学校関係栄養士の日

本医師会長表彰を行うため、中国四国ブロックの 9 県に対し候補者の推薦依頼があ

った。学校医については各郡市医師会に候補者を募り 1 名を選出、養護教諭・学校

関係栄養士については山口県教育委員会に候補者推薦を依頼し、各 1 名を選出いた

だき、合計 3 名の候補者について協議の上、本会から推薦することが決定した。 



６ 第 28 回日本臨床整形外科学会学術集会 維新学会・山口における市民公開講座

の名義後援について 

 山口県臨床整形外科医会の丘 茂樹 会長より、7 月 19・20 日に標記学会を引き受

け、20 日に市民公開講座を開催することから、名義後援の依頼があり、了承するこ

とが決定した。 

 
７ 日本医療マネジメント学会第 14 回山口県支部学術集会の名義後援について 

 徳山医師会病院の森松光紀 院長より、標記学術集会開催による名義後援の依頼が

あったが、共催者に関して確認が必要なことから、次回理事会において再協議する

こととなった。 

 
８ ネパール大地震被害救援活動等への支援について 

 日本医師会は、4 月に発生したネパール大地震の被害に対する支援を AMDA を通

じて行っているが、この度の被害は非常に甚大で更なる支援が必要なことから、各

都道府県医師会及び各医師会員に対しても支援金を依頼したい旨の協力要請があっ

た。本会として 10 万円の支援を行うこと及び各郡市医師会にも協力要請をすること

が決定した。 

 
９ 有効期限切れワクチンの接種について（経過報告） 

 防府市から新たに有効期限切れワクチン使用事例の報告があったことから、郡市

医師会に対し、情報提供と更なる注意喚起を行うこと等、本会の対応について協議

を行った。 

 
報告事項 

１ 保険指導打合せ（5 月 7 日） 

 平成 27 年度の集団指導、個別指導等の指導実施方法等について、中国四国厚生局、

山口県医務保険課と打合せを行い、併せて山口県厚政課と生活保護医療扶助におけ

る指導打合せを行った。本年度から、集団指導は県内 3 か所で実施し、次回の診療

報酬改定に対する集団指導は、前回同様に県内 7 か所で実施することとした。（萬） 

 
２ 郡市医師会救急医療担当理事協議会（5 月 7 日） 

 山口県消防保安課より救急の現状及び救急救命士による新たな特定行為等の実施

について、山口県医療政策課より地域医療構想の策定、ドクターヘリの出動状況、

県災害医療コーディネーターについて報告が行われた。また、本会より、JMAT や

まぐち、AED 等設置状況調査について説明後、質疑応答が行われた。（弘山） 

 
３ 勤務医部会第 1 回企画委員会（5 月 9 日） 

病院勤務医懇談会の訪問先病院、本会と郡市医師会との共催による市民公開講座の

引受け郡市医師会、座談会の内容、医学生への啓発事業等について協議を行った。 

（加藤） 

 
４ 部落解放同盟山口県連合会第 64 回定期大会（5 月 10 日） 

 来賓として出席した。（事務局長） 

 



５ 第 9 回山口県がん診療連携協議会（5 月 11 日） 

 平成 26 年度の活動状況及び平成 27 年度の取組みについて説明後、山口県がん診

療連携協議会規則の一部改正及び新指定を踏まえたがん診療提供体制の強化につい

て、協議を行った。（小田） 

 
６ 第 1 回「山上の光賞」授賞式・祝賀会（5 月 12 日） 

 日本病院会、全日本病院協会、地域医療振興協会、セルジーン株式会社の 4 者に

おいて創設された、日本の広範な健康・医療分野において素晴らしい活躍をし、よ

りよい社会を築くことに貢献している 75 歳以上の方々を顕彰する標記授賞式及び

祝賀会に出席した。（小田） 

 
７ 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会（5 月 13 日） 

 神奈川県医師会より、昨年度担当の全国医師会勤務医部会連絡協議会の報告、秋

田県医師会より本年度引受けの挨拶があり、その後、日本医師会の松原謙二 副会長

より医療事故調査制度について報告が行われた。また、「地域医師会を中心とした勤

務医の参画と活躍の場の整備」をテーマに協議が行われ、各ブロックの推薦により

勤務医委員会に参画している委員（8 地区）から、「勤務医に日本医師会等からの情

報を伝え、その意見を吸い上げるための取組み」について、各地域の現状報告が行

われた。（加藤） 

 
８ 山口県緩和ケア医師研修会連絡会議（5 月 14 日） 

 山口県医療政策課より、山口県緩和ケア研修の実施状況について報告後、緩和ケ

ア研修会開催指針の一部改正による今後の対応について協議を行った。（藤本） 

 
９ 郡市医師会成人・高齢者保健担当理事協議会（5 月 14 日） 

 山口県の委託事業である、がん登録、休日及び平日夜間がん検診体制整備支援事

業、マンモグラフィ読影医師研修会、緩和ケア医師研修会、新たな難病制度におけ

る指定医の研修及び肝炎対策、減塩プロジェクト、やまぐち元気フェアについて山

口県健康増進課・医療政策課から説明が行われた。本会からは、禁煙推進及び糖尿

病対策、健康教育テキストの活用について説明を行い、各郡市から提出された質問

等について協議を行った。（藤本） 

 
10 地域医療構想策定協議会 第 1 回会議（5 月 11 日・14 日） 

 柳井医療圏（5 月 11 日）、周南医療圏、宇部・小野田医療圏、萩医療圏（5 月 14

日）において、地域医療構想策定協議会の第 1 回会議が開催され、医療圏の現状と

課題等について意見交換を行った。本会はオブザーバーとして出席した。 

（河村、弘山、加藤、香田） 

 
11 山口県献血推進協議会（5 月 14 日） 

 平成 26 年度山口県献血推進計画とその実施状況の報告後、平成 27 年度献血推進

計画及び推進事業等について協議を行った。また、今年度の感謝状受賞者の選考を

行った。（小田） 

 

 



12 周南地区医師会女性医師部会総会（5 月 15 日） 

 平成 26 年度活動報告及び平成 27 年度事業計画について審議後、徳山医師会病院

の福江宣子 先生の臨床研究報告が行われた。その後、アストラル総合法律事務所の

三品さくら 弁護士による、「女性に知っておいてほしい法律の知識」に関する講演

「モンスターペイシェントから身を守れ！ 究極のクレーム対策教えます」が行われ

た。（今村） 

 
13 山口県介護保険関係団体連絡協議会役員会・総会（5 月 15 日） 

 役員改選、平成 26 年度事業報告・決算及び平成 27 年度事業計画・収支予算につ

いて審議、承認された。また、介護保険制度に関する協議等が行われた。（事務局長） 

 
14 臨床研修医交流会第 2 回幹事打合会（5 月 16 日） 

 全体の構成を確認後、役割分担を決定した。また、グループワークのメインテー

マを「このままでいいのか!?やまぐちの研修」とし、12 グループのディスカッショ

ンテーマについても決定した。（中村） 

 
15 第 136 回山口県医師会生涯研修セミナー（5 月 17 日） 

 東海大学医学部専門診療学系耳鼻咽喉科の大上研二 教授による「飲酒？ 喫煙？ 

頭頸部癌の新しいリスクファクターHPV」、山口大学大学院医学系研究科分子病理学

分野の伊藤浩史 教授による「がんゲノム研究最近の話題 がんは遺伝する？」、宮崎

大学医学部血液・血管先端医療学講座の藤元昭一 教授による「腎疾患の最近の話題

や動向」、香川大学医学部救急災害医学の黒田泰弘 教授による「神経集中治療：脳

障害度に応じた Targeted Temperature Management」の 4 講演が行われた。参加

者 82 名。（吉本、河村、林、今村） 

 
16 一般社団法人霜仁会総会（5 月 17 日） 

 懇親会に出席し、来賓として挨拶を行った。（小田） 

 
17 山口県防災会議（5 月 18 日） 

 山口県地震・津波防災対策検討委員会の報告後、山口県地域防災計画の修正につ

いて協議を行った。（小田） 

 
18 日本医師会第 2 回理事会（5 月 19 日） 

 地域医療構想策定研修の開催、平成 26 年度事業報告・決算、第 4 回赤ひげ大賞の

実施等について協議を行った。（小田） 

 
19 第 1 回都道府県医師会長協議会（5 月 19 日） 

 横倉義武 会長挨拶に続き、森 洋一 京都府医師会長から「第 29 回日本医学会総

会 2015 関西」に対するお礼の挨拶があり、その後、7 都県医師会から提出された質

問・要望に対して、担当役員から回答が行われた。また、日医より、研修医会費減

免（無料化）の実施、医療事故調査制度における支援団体の申請等 5 題について説

明が行われ、質疑応答が行われた。（吉本） 

 

 



20 平成28年度全国高等学校総合体育大会山口県実行委員会第1回実行委員会総会 

（5 月 19 日） 

 開催準備の経過ほか、平成 26 年度の概要報告後、平成 27 年度事業計画・収支予

算が審議され、承認された。（事務局次長） 

 
21 地域医療介護総合確保基金にかかる都道府県別ヒアリング（5 月 20 日） 

 平成 27 年度地域医療介護総合確保基金の山口県事業計画について厚生労働省の

ヒアリングが行われた。県行政及び県医師会、県歯科医師会、県薬剤師会、県看護

協会出席のもと、最初に県から事業説明が行われ、その後、各団体から提案事業に

ついて説明を行った。（弘山） 

 
22 日医第 1 回地域医療対策委員会（5 月 20 日） 

 地域医療構想ガイドライン及び地域医療構想に関する各地域の取組報告があり、

協議を行った。（弘山） 

 

 
医師国保理事会  第２回 

１ 山口県国民健康保険団体連合会第 1 回理事会について（5 月 13 日） 

 理事長、副理事長及び常務理事の選任、規約の一部改正等について協議、議決を

行った。（小田） 

 
２ 全協中国・四国支部役員会・総会・委託研修会について（5 月 16 日） 

 愛媛県医師国保組合の担当で松山市において開催された。役員会では総会等の運

営、第 2 回委託研修会について協議し、総会では平成 26 年度事業報告・決算報告、

平成 27 年度事業計画・予算等が承認された。続いて、委託研修会があり、厚生労働

省保険局国民健康保険課の愛須通裕 課長補佐及び松山市立子規記念博物館の竹田

美喜 館長による講演が行われた。（小田、清水） 

 
３ 保険料減額免除について 

 内規第 1 条による 6 名の減額及び第 2 条による 184 名の免除を承認。 

 
４ 傷病手当金支給申請について 

 1 件について協議、承認。 

 

 
山福株式会社取締役会 

 出席者：取締役 8 名、監査役 3 名 

１ 代表取締役、専務取締役及び常務取締役の選任について 

 原案どおり、代表取締役に小田悦郎、専務取締役に河村康明、常務取締役に市原

栄一が選任された。 

 
２ 役員報酬額の件 

 原案通り、承認された。 


